
　夏の夜、窓を開けていると、光に魅かれて虫が入っ
てくることがあります。光に集まってくる性質の事を
「走光性」といいます。虫が灯火に集まるのは正の走
光性、ミミズが暗い方へ移るのは負の走光性。負の走
光性は「走暗性」という言い方をすることがあります。
　しかし、虫が光に向かっているのか、という事につ
いては実は定かではありません。
　ミミズは生存に適さない明るい場所から逃げるため
に、暗い場所に行こうとします。見方を変えると、明
るい場所から逃げる「逃光性」といえます。
　では、虫は光に魅かれて誘蛾灯や、明るい窓ガラス
にぶつかってくるのか?　見方を変えると闇から逃げ
ているとも言えます。死に物狂いで逃げているから、
「飛んで火にいる夏の虫」という自らの死を招くよう
な矛盾が起こるのかもしれません。

●人は「向かっているのか」「逃げているのか」
　広告などで人の注意を引くときに使われる色の代表
は、赤です。その理由は、人は赤色に心魅かれるから
といわれています。
　その昔、人がまだ狩猟採集の生活を送っていた頃、
赤く熟した木の実は重要な食糧でした。ですから、赤
=食料という認知が私たちの遺伝子には深く刻まれて
いて「赤」には人の気を引く効果があるといわれてい
ます。

　しかし、避けるべきサインの色もあります。黒と黄
色の縞模様も、人の注意を引く代表的な色の組み合わ
せです。黒と黄色の組み合わせといえば、例えばスズ
メバチ。黒と黄色の組み合わせは注意喚起のサインと
して利用されています。
　単純な言い方をすると、人は赤に向かっていく性質
があり、黒と黄色の組み合わせは避けようとする性質
があります。このような言葉はありませんが、赤に対
しては「走赤性」といえるでしょう。そして、黒と黄
色には「逃黒黄性」と言えます。
　また、人は、無意識のうちに暗い道を避ける性質が
あります。明るい方に行きたがるなら、走光性といえ
るでしょう。しかし、避けようとしているなら逃闇性
です。

●向かう、逃げる。どちらに強い?
　ビジネス提案の際に、メリットを提示することはご
く普通の事です。
　ですが、メリットが明らかであるにもかかわらず、
提案が認めてもらえないこと、成約に至らないことも
しばしばあります。
　ヒトという生物は、危機から逃げ切ったから今生存
しています。赤に向かっていくだけでなく、黄色と黒
の組み合わせを避ける方が生存確率が高いのです。そ
の証拠の一つが、私たちの記憶に残る事柄があります。
　今日、いいことがありましたか?と、質問されたと
き、なかなか思い当たらない。ですが、嫌な出来事は、
よく覚えています。読者の皆様も、自問してみてくだ
さい。楽しいことと、嫌なこと、どちらがスラスラ出
てきますか。
　つまり、人は「逃げる」方の力に強く影響されてい
ます。

●逃げたい本能を活用する
　組織活性化の研究では、「組織のメンバーは叱られ
ないように調和する」という事がわかっています。人
の行動は、褒章よりも、叱られないことを優先するわ
けです。
　例えば、失敗を叱ると、失敗しないようになる。失
敗しないために「新しい行動を避ける」という選択を
積極的に行うようになります。たとえ、成功に対して

光に魅かれている
のか?それとも

この連載ではBtoB分野のマーケティングを「目からウロコが落ち
たように」くっきりスッキリと理解していただき、今すぐ使える手
法と発想をお届けします。

はじめてのBtoBマーケティング
目からウロコがぽろぽろ落ちる連　載
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光に向かっているのか、闇から逃げているのか?
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の褒章があったとしても、失敗に対する叱責が怖いと、
褒章を捨てて叱責から逃げる。これが人本来の本能で
す。こうした本能とは違う行動をする人もいますが、
人という生物の基本的な傾向だとご理解ください。
　「逃げたい」という衝動は、自動車でいえばアクセ
ルに相当します。逃げる時にはアクセル全開になりま
す。
　逃げたいものに向かうときは、「ブレーキ」を踏み
ます。
　もし、新しいことにチャレンジする社風を醸成した
いときは、「チャレンジしないと叱られる」という方
法が力を発揮します。チャレンジに褒章を出しても、
アクセルは全開になり難いものです。

●逃げる方向を見極める
　社会性動物である人間は、タブーから逃げようとい
う深層心理があります。その昔、武士のタブーは「恥」。
武士にとって切腹より重い罰は、「恥さらし」でした。
恥をさらして生きるより……というセリフが時代劇に
はよく出てきます。
　「恥」というタブーの対極に、誇り・理念・理想と
いったビジョンが示されることで、奮闘し難題に立ち

向かうというアクセルが働いたといえます。

　筋の通った良き提案が通らない。そんな時には「顧
客はどこに向かおうとしているのか」と共に、「何か
ら逃げようとしているのか」を考えてみることが必要
です。特に、ご担当の心理をよく見極めましょう。外
部から見れば簡単なひと手間でも、ご担当者にとって
は「逃げたいという潜在意識」が働いている手続きな
のかもしれません。

株式会社 創英　 代表取締役　
NHNホールディングス株式会社　代表取締役
BtoBマーケティングを専門にしており、昨年開催し
たセミナーの受講者は700名以上。受講者の96％
が満足し、企業規模にかかわらず活用できる内容と
高く評価されている。一般社団法人組織内コミュニ
ケーション協会を創設し代表理事を務め、産学連携
で躍進企業の社内マーケティングを研究してきた。
著書「誤努力」が、流通科学大学、神戸芸術工科大
学のテキストとして採用された。
相談・問い合わせは、b2b@soway.co.jp

著者●中井　淳夫（なかい　あつお）
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